
令和２年度 第２回学校運営協議会議事録 

 
 

日時：令和元年 10月 10 日（土）14:00～16:00 

場所：大阪府立茨木高等学校 視聴覚教室 

 

出席者：【 委  員 】岩井八郎、柴田仁、中村卓、樫本佳子、乾麻里 

 

【校長・事務局】山上浩一、山脇和美、門野良彦、本管克江、森登紀子、 

籔麻智子、都浩司 

 

１ 校長挨拶 

２ 議  事  ① 本年度の各取組みについて（中間報告） 

        ② 教科書選定の結果について 

        ③ その他 

        ④ 次回協議会日程 

 

＜本年度の各取組みについて（中間報告）＞ 

１「高い志」の涵養  

 「高い志」を涵養するための取組み 

 

①高大連携等 

  今年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、昨年度までの高大連携

事業の多くが、中止やリモートでの実施となっている。今、できる限りのことを生徒たちに

紹介していきたい。 

②卒業生講座 

 今年度 7 月の「学問発見講座」は、新型コロナウイルス感染症の影響で見送らざるを得な

かった。10 月 24 日に予定している「卒業生講座」は、講座数を例年の 10 講座から、11 講

座×2 コマと、拡大して実施する予定である。 

③75 期生スプリングセミナー 

  今年度は、臨時休業、新型コロナウイルス感染症の影響により、9 月 22 日に、京都大学大

学院薬学研究科の高倉喜信教授（高 28 回卒）と本校体育館をリモートでつなぎ、「茨高生に

なる」をテーマに記念講演をしていただいた。 

④74 期生オータムセミナー 

 10 月 14 日に予定。課題研究の開講式として、研究に取り組む姿勢とその進め方、心構え

とともに、「受験生になる」をテーマに、九州大学大学院農学研究院の石野良純教授（高 28

回卒）にご講演いただく予定である。 

 

２「枠を超える知性」を備えた真のリーダーの育成 

 

（１）リーダー育成プログラムの充実 

①リーダー育成プログラムⅠ 

  例年は、外部講師による講演を 3 回実施しているが、今年度は、新型コロナウイルス感染

症の状況をふまえ、12 月に 1 回、リモートでの講演を予定している。 



 

（２）「グローバル」に視点を置いた取組み 

①茨木ブラザーズ＆シスターズプログラム 

  11 月 14 日に予定。例年、大阪大学等の留学生を約 60 名招聘しているが、今年度は 17 名

の留学生と第 1 学年の生徒とがリモートでディスカッションする予定である。 

②英語イマージョンプログラム 

 第 1 学年対象の「英語イマージョンプログラムⅠ」は、例年、次年度の宿泊野外行事の行

き先である国をテーマにしていたが、今回は、次年度の行き先である「東北」にこだわらず、

all English で、SDGs の新しいプロジェクト等をテーマにしたプログラムにしていく予定で

ある。第２学年対象の「Ⅱ」は、例年通り、ディベート及びディスカッションの演習をプロ

グラムの中心としていく予定である。 

  尚、今年度は、宿泊野外行事の行き先が国内へと変更になったり、海外への派遣プログラ

ムがすべて中止になったりしたため、新しい取組みとして、英語のエンパワメントプログラ

ムを企画している。 

 

３「自主自立の精神」の育成 

 

（１）生徒会活動、学校行事における取組みの充実 

  今年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、臨時休校があり、学校

が再開してからも、感染拡大防止の対策を取りながらの学校生活となっている。そのような

状況の中で、学校行事も例年通り行うことは困難であった。生徒たちは、生徒会執行部を中

心に、真摯に現実に向き合い、熱心に討議を繰り返し、体育祭の中止、文化祭の生徒のみ（保

護者を含む外来者なし）での実施を決定するに至った。非常に厳しい状況の中での生徒たち

の活動は、まさに「自主自立の精神」が生徒たちの中に確かに育っていることを感じさせら

れた。また、遠足も、自分たちで感染予防策を考えながら綿密な計画を立て、3 年生は受験

へと向かう気持ちの切り替えに、2 年生は宿泊野外行事での行動の予行として、また 1 年生

は入学して以来の最初の行事として、それぞれ実施を予定している。 

 

＜質疑応答＞ 

委 員： 自主的な読書活動の支援の数値目標として、1,2 年生の一年間の読書量一人当たり 10

冊以上とあるが、過去三年間の実績を見ても(H29：11 冊、Ｈ30：13 冊、Ｒ１：15 冊)、

これからの大学入試を見据える観点からも、もう少し目標値を上げてもよいのではな

いか。 

事務局： 生徒の読書量の平均は、生徒へのアンケートから得た生徒の読書冊数合計を生徒数で

除したものであり、実際は、一人で 100 冊以上読んだという生徒がいる一方で、2、3

冊しか読んでいないという生徒もいる、という状況がある。生徒の読書活動のさらな

る活性化を図るには、「平均」というより、10 冊以上読んだ生徒の割合に着目する必

要があると思われる。 

委 員：今年度の「第 1 回授業アンケート」の数値は、どれも前年度と比較して良い結果がで

ているが、何か特に工夫した点はあるのか。 

事務局：特に特別な工夫をした、というわけではないが、オンライン授業を作ることが、自分

の授業を見直す機会になった、ということはあるかもしれない。また、授業アンケー

トは、学校再開後の対面授業について実施したものであるが、今年度は、臨時休業が

続く中で、対面授業を待ちわびていたという面もあり、生徒の授業に対するモチベー



ションが高かったということが関係しているかもしれない。 

委 員：オンライン授業はどのような形式で行っていたのか。 

事務局：それぞれの教科の特性を考え、教員それぞれが得意とするツールを用いて取り組み、

生徒の評判も良かった。また、双方向、同時に行う授業ではなく、Google Classroom

を用いて、Classroom に掲載された内容を、生徒が自分のペースで学習していく、と

いう方法をとった。 

委 員：同じ授業でも、生徒によって見る時間が異なるのか。 

事務局：そういうことになる。そうすることによって、自分自身のペースで学習の予定を組み

立てることができ、またいつでも何度でもその授業を見ることができるというメリッ

トがある。対面授業が始まってからも、課題の提出等で Classroom を引き続き利用し

ている。 

委 員：同時双方向でないとすると、生徒からの質問はどのようにして受けていたのか。 

事務局：オンライン上に質問箱を作って一人ひとりに回答した。多数の生徒から同様の質問が

出た場合は、よくある質問、という形で質問・回答を共有することもあった。この方

法だと、普段、直接質問し辛く思っている生徒も気軽に質問できるというメリットが

ある。 

委 員：学校が再開され、教育活動のためのガイドラインのようなものはあるのか。 

事務局：大阪府教育庁の対策マニュアルに沿って行っている。 

委 員：今年度は体育祭がなかったが、少し工夫して、いつもとは違う形で行うことはできな

かったのか。 

事務局：生徒議会での話し合いで生徒たちが決定したことだが、いつも通りのことができない

のなら、それは「茨高の体育祭」ではない、という考え方があるのだと思われる。 

委 員：文化祭について、保護者への公開はできなかったのか。 

事務局：これも、生徒たちがさまざまなことを考えて、自分たちだけで文化祭をやろうと決め

た。ただ、保護者の方も文化祭を楽しみにしてくださっていたことを考え、何らかの

形で、文化祭の様子を後日発信したいと考えている。 

委 員：英語イマージョンプログラムのテーマは、宿泊野外行事に関するものなのか。 

事務局： 例年は、宿泊野外行事の行き先である海外の文化等に関することもテーマにしている。 

    今年度の行き先は東北地方であるので、エネルギー問題や震災に関すること等もテー

マになると思われる。宿泊野外行事の事前学習のために、図書館には東北に関する図

書を購入しており、授業でも東北を取り上げている。 

委 員：高大連携事業の「研究室訪問」は、今年度は中止になったのか。 

事務局：社会情勢から考えると中止せざるを得なかった。リモートでなら可能であったかもし

れないが、生徒たちは、やはり実際に訪問して、じかにその雰囲気に触れることを望

んでいるのではないかと思われる。そのため、10 月 24 日の「卒業生講座」は、22 講

座と、いつもよりかなり講座数を増やした形で実施する予定にしている。 

委 員：宿泊野外行事は、思い切って海外に決めるのかと思っていたが、東北になったのか。 

事務局：入学時より着々と準備を進めて来ていたので、できる限り海外へという気持ちはあっ

たが、行き先側の国が日本からの旅行者を受け入れてくれるのか、また出入国それぞ

れに 14 日間の隔離等があることを考えると、国内へと変更せざるを得なかった。 

委 員：今年度の 1 年生対象の大学訪問を、来年度実施するということはないのか。実際に行

くことで将来への考え方が変わると思うので、機会を作ってもらいたい。 

事務局：1 年生対象のスプリングセミナーも、何とか大学での実施をと思ったが、結局はリモ

ートでの実施となった。何か機会を作りたいとは思っているが、現状では難しい。 



委 員：各大学では、秋から総合選抜が始まるので、高校生の訪問受け入れがさらに難しくな

る、という事情もある。また、感染のクラスターが発生した場合のリスクも考えなく

てはならない。 

事務局：GLHS 対象の「大阪大学ツアー」は、大学での実施となり、実際に大学へ行けるとい

うことで、本校からもかなり多くの生徒が申し込んでいる。やはり、実際に大学へ行

きたいという生徒たちの気持ちが感じられる。 

委 員：各教科の、教科書選定の方針はどのようなものか。 

事務局：例えば、英語では、教え方をさまざまにアレンジできるもの、教え方を限定されない

ものを選ぶようにしている。地歴公民では、読み進めておもしろいと感じるものを選

ぶようにしている。数学は、授業の進め方の方針によって、厳格なものや読みやすい

もの等を選んでいる。 

委 員：教科書によって、オンライン授業がしやすいかどうか、という違いはあるのか。 

事務局：現状ではほとんど違いはないと考えている。 

委 員：働き方改革は、どのようになっているのか。 

事務局：時間外勤務の時間はなかなか減らすことが難しいのが現状であるが、これからもしっ

かりと取り組んでいく。 

委 員：依然として、新型コロナウイルスへの感染が収まらない状況ではあるが、経済界では

徐々に活動を正常に戻していくことを考えている。学校でも、このような状況だから、

と自粛するのではなく、積極的にできることをやっていってほしい。 

事務局：感染予防に努めながら、今、何ができるのかを考えていきたい。 

 

 

＜次回協議会日程＞ 

令和 3 年 2 月 13 日（土） 14：00～16：00  場所：本校視聴覚教室 


